
三角点標高改定に関する地域と適用補正パラメータ一覧表の読み方 その１

※令和6年1月1日に発生した能登半島地震に伴う標高補正、令和7年4月1日の測地成果2024への移行に伴う標高補正はこの表に含まれません。
この表に従った補正の後、必要に応じて補正計算を実施ください。

この一覧表では、令和元年6月までの地域的な標高改定、または地震の影響による標高改定を考慮した、三角点及び三角点に準拠する基準点の標高
について、必要な補正計算を確認することができます。

適用補正パラメータの確認手順
１）測量を実施した地域がどの地域番号に対

応するか、確認します。
２）測量時の既知点が、「電子基準点もしく

は電子基準点に準拠した三角点・基準
点」か「その他」かを確認します。

３）該当する測量時期を「測量時期」軸から
確認します。

地域番号、測量方法、測量時期で絞り込んだ
表の枠内に記載されている全てのパラメータ
が、適用する補正パラメータです。

地域番号はPDF掲載ページにある図と対応して
います。

地域番号

測量時期

測量を実施した時期＝既知点の測量成果の取得
時期 で判断します。

区分けされた都道府県等が記述されています。
注記（※）がある場合、必ず確認ください。

例：石川県※

地域４の下方に注記がございます。注記に従い、
地域９の適用パターンを参照してください。

該当地域

基準点の種類

測量時の既知点（与点）とした点の利用した測
量成果の性質を確認します。
利用した基準点の測量成果が電子基準点との取
付、整合性確認が行われたものであるかで判断
します。

測量時期



三角点標高改定に関する地域と適用補正パラメータ一覧表の読み方 その２

※令和6年1月1日に発生した能登半島地震に伴う標高補正、令和7年4月1日の測地成果2024への移行に伴う標高補正はこの表に含まれません。
この表に従った補正の後、必要に応じて各補正計算を実施ください。

この一覧表では、令和元年6月までの地域的な標高改定、または地震の影響による標高改定を考慮した、三角点及び三角点に準拠する基準点の標高
について、必要な補正計算を確認することができます。

例１

H18年10月に、北海道で「その他」の三角
点（電子基準点に準拠しない）を既知点と
して測量していた場合

□地域５→その他→H18年10月で指定でき
る枠内に書かれた
【北海道・紀伊・沖縄離島】地域のパラ
メータ

①三角点標高補正パラメータ
②ジオイド・モデル改定パラメータ

適用補正パラメータの確認手順
１）測量を実施した地域がどの地域番号に

対応するか、確認します。
２）測量時の既知点が、「電子基準点もし

くは電子基準点に準拠した三角点・基
準点」か「その他」かを確認します。

３）該当する測量時期を「測量時期」軸か
ら確認します。

地域番号、測量方法、測量時期で絞り込ん
だ表の枠内に記載されている全てのパラ
メータが、適用する補正パラメータです。

例２

H25年10月に、広島県で「その他」の三角
点（電子基準点に準拠しない）を既知点と
し、H25年4月26日に提供開始したジオイ
ド・モデル（日本のジオイド2011＋
2000）により測量していた場合

□地域１→その他→H25年10月で指定でき
る枠内に書かれた
【日本のジオイド2011+2000以降のモデル
を使用した場合】のパラメータ

①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ

※改定後のジオイド・モデルを使用しているので、
「ジオイド・モデル改定パラメータ」は不要

※広島県は熊本地震に伴う標高補正パラメータの提
供範囲ではないため、②は不要

H25月10月

例2の場合
の該当枠

測量時期

例１の場合
の該当枠

測量時期

H18年10月



地域と適用する補正パラメータ一覧表（地域１～５） パラメータ補正は表中の番号順に実施し、各補正の出力値を次のパラメータの入力値とすること。

測量時期

・電子基準点
・電子基準点に準拠した
　三角点・基準点

・その他
・電子基準点
・電子基準点に準拠した
　三角点・基準点

・その他 ・その他 ・その他
・電子基準点
・電子基準点に準拠した
　三角点・基準点

・その他
測量時期

H19.03.25 H19.03.25

H19.07.16 H19.07.16

H20.05.01 H20.05.01

H21.04.01

①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

※沖縄県の上記の離島
は、宮古島市三角点改測
パラメータで水平座標補
正を行った後に①を行う。

①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

①三角点標高改定補正パ
ラメータ
②ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

※沖縄県の上記の離島
は、宮古島市三角点改測
パラメータで水平座標補
正を行った後に①②を行
う。
※標高改定前に測量した
ものであっても、三角点標
高改定パラメータでの補
正が済んでいる場合は②
のみ適用する。

H21.04.01

H22.10.01 H22.10.01

H23.03.11 H23.03.11

H25.04.26 H25.04.26

【日本のジオイド2000を
使用した場合】

①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ
②熊本地震に伴う標高補
正パラメータ

【日本のジオイド2011＋
２０００以降のモデルを使
用した場合】

①熊本地震に伴う標高補
正パラメータ

【日本のジオイド2000を
使用した場合】

①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
②ジオイド・モデル改定パ
ラメータ
③熊本地震に伴う標高補
正パラメータ

【日本のジオイド2011＋
２０００以降のモデルを使
用した場合】

①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
②熊本地震に伴う標高補
正パラメータ

【佐渡島】
①ジオイド・モ
デル改定パラ
メータ

【佐渡島】
①ジオイド・モ
デル改定パラ
メータ

【佐渡島】
①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
②測地成果2011移行パ
ラメータ
③ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

※粟島はH28年4月時点
で測量時期の違いによる
不整合補正パラメータが
存在しないため、補正する
ことができません。

H28.04.16 H28.04.16

H28.05.18 H28.05.18

H29.11.14 H29.11.14

R01.06.20 R01.06.20

※H19年能登半島地震に伴うパラメータ提供範囲につい
ては、別途考慮が必要なため、
地域９の適用パターンを参照すること

※舳倉島はH28年4月時点で測量時期の違いによる不整
合補正パラメータが存在しないため、補正することができ
ません。

【三角点・基準
点
（東北地方太平
洋沖地震前の
測量によって
電子基準点に
準拠している
点）】

①測地成果
2011移行パ
ラメータ
②楕円体高改
定補正パラ
メータ
③ジオイド・モ
デル改定パラ
メータ

①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
②測地成果2011移行パ
ラメータ

③楕円体高改定補正パラ
メータ

④ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

※舳倉島は、H28年4月
時点でパラメータが存在
しないため、補正すること
はできません。

※H28年熊本地震に伴うパラメータ提供範囲では、赤
字で書かれたパラメータも適用すること。
適用範囲については、地理院地図
(http://maps.gsi.go.jp/)
または熊本地震に伴う座標・標高補正パラメータの提
供地域確認サイト
(http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/
patchjgd/kumamoto_check.html)で確認され
たい。

また、熊本地震に関して、水平座標は別途補正が必要
である。

【九州内該当地区※】
①熊本地震に伴う標高補正パラメータ

※H19年中越沖地震に伴うパラメータ提供範囲について
は、別途考慮が必要なため、
地域８の適用パターンを参照すること

※H16年の中越地震では上下変動が複雑でパラメータ改
算ではなく全て改測によって成果が改定されたので、明治
標高不整合が解消されている。
そのため中越地震の該当地域については、上記の使用する
パラメータから測量時期の違いによる不整合補正パラメー
タを除くこと

※H26.04.01　ジオイド・モデル改定について、東京都は
伊豆諸島（地域10）などの島を含むため、佐渡・粟島以外と
記載せず　（離島を除く）と表記している。

【佐渡島】
H28.4.21-5.17測量成
果停止。4.1か-5.17期間
については公共測量が行
われておらず、「その他の
三角点・基準点」が設置さ
れていないため、補正計算
もありません。

神奈川県、富山県、石川県※、
福井県、山梨県、長野県、岐阜県

H28.04.01H28.04.01

H26.04.01 H26.04.01

【電子基準点、
三角点・基準点
（東北地方太平
洋沖地震後の
測量によって
電子基準点に
準拠した点）】

①ジオイド・モ
デル改定パラ
メータ

【三角点・基準
点
（東北地方太平
洋沖地震前の
測量によって
電子基準点に
準拠している
点）】

①測地成果
2011移行パ
ラメータ
②ジオイド・モ
デル改定パラ
メータ

①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
②測地成果2011移行パ
ラメータ

③ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

※粟島はH28年4月時点
でパラメータ①が存在しな
いため、補正することがで
きません。

【電子基準点、
三角点・基準点
（東北地方太平
洋沖地震後の
測量によって
電子基準点に
準拠ている
点）】

①楕円体高改
定補正パラ
メータ
②ジオイド・モ
デル改定パラ
メータ

地域５

北海道、三重県、大阪府、
奈良県、和歌山県、
沖縄県の離島

（池間島、伊良部島、大神島、来間島、宮古島）

・電子基準点
・電子基準点に準拠した
　三角点・基準点

・電子基準点
・電子基準点に準拠した
　三角点・基準点

①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

※沖縄県の上記の離島
は、宮古島市三角点改測
パラメータで水平座標補
正を行った後に①を行う。

①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

①三角点標高改定補正パ
ラメータ
②ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

※沖縄県の上記の離島
は、宮古島市三角点改測
パラメータで水平座標補
正を行った後に①②を行
う。
※標高改定前に測量した
ものであっても、三角点標
高改定パラメータでの補
正が済んでいる場合は②
のみ適用する。

①ジオイド・モデル改定パラメータ

東北地方太平洋沖地震パラ
メータで水平座標補正後

①測地成果2011移行パラメー
タ
②ジオイド・モデル改定パラ
メータ

東北地方太平洋沖地震パ
ラメータで水平座標補正
後

①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
②測地成果2011移行パ
ラメータ
③ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

※粟島はH28年4月時点
でパラメータ①が存在しな
いため、補正することがで
きません。

東北地方太平洋沖地震パラ
メータで水平座標補正後

①測地成果2011移行パラメー
タ
②楕円体高改定補正パラメー
タ
③ジオイド・モデル改定パラ
メータ

東北地方太平洋沖地震パ
ラメータで水平座標補正
後

①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
②測地成果2011移行パ
ラメータ
③楕円体高改定補正パラ
メータ
④ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

※舳倉島は、H28年4月
時点でパラメータが存在
しないため、補正すること
はできません。

栃木県、群馬県、埼玉県、
千葉県、東京都、新潟県※

地域３ 地域４地域１

中国、四国、九州地方（熊本県、大分県の一部※）

地域２

静岡県、愛知県、滋賀県、京都府、
兵庫県、沖縄県（本島のみ）

①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ
②熊本地震に伴う標高補
正パラメ

①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
②ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
②ジオイド・モデル改定パ
ラメータ
③熊本地震に伴う標高補
正パラメータ

①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
②ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

H25.04.26 ジオイド・モデル改定

H26.04.01 三角点の標高成果改定

H26.04.16 熊本地震

H26.04.01 ジオイド・モデル改定

H26.04.01 三角点の標高成果改定

H23.03.11 東北地方太平洋沖地震 H23.03.11 東北地方太平洋沖地震

H21.04.01 三角点標高改定

紀伊・沖縄

H20.05.01 三角点標高改定 北海道

H20.05.01 三角点標高改定

北海道

H25.04.26 ジオイド・モデル改定

（日本のジオイド2011＋２０００）

H28.4.16 熊本地震

【北海道 及び 紀伊・沖縄離島以外の地域】

【紀伊・沖縄離島】

H26.04.01 ジオイド・モデル改定

（離島を除く）

H26.04.01 三角点の標高成果改定

（佐渡島は含まない）

H26.04.01 ジオイド・モデル改定

（舳倉島以外）

H26.04.01 三角点の標高成果改定

H26.04.01 ジオイド・モデル改定

H26.04.01 三角点の標高成果改定

H28.05.18 三角点の標高成果改定

（佐渡島）

H28.04.01 ジオイド・モデル改定

（佐渡・粟島）

H28.04.01 ジオイド・モデル改定

（舳倉島）

H25.04.26 ジオイド・モデル改

【北海道・紀伊・沖縄離島以外の地域】

【北海道・紀伊・沖縄離島】

【九州内該当地区※】

H23.03.11 東北地方太平洋沖地震 H23.03.11 東北地方太平洋沖地震



地域と適用する補正パラメータ一覧表（地域６～10） パラメータ補正は表中の番号順に実施し、各補正の出力値を次のパラメータの入力値とすること。

測量時期

・電子基準点
・電子基準点に準拠した
　三角点・基準点

・その他
・電子基準点
・電子基準点に準拠した
　三角点・基準点

・電子基準点
・電子基準点に準拠した
　三角点・基準点

・その他
・電子基準点
・電子基準点に準拠した
　三角点・基準点

・その他
・電子基準点
・電子基準点に準拠した
　三角点・基準点

・その他
測量時期

H19.03.25 H19.03.25

H19.07.16 H19.07.16

H20.05.01 H20.05.01

H21.04.01 H21.04.01

H22.10.01 H22.10.01

H23.03.11 H23.03.11

H25.04.26 H25.04.26

H28.04.16 H28.04.16

H28.05.18 H28.05.18

H29.11.14 H29.11.14

R01.06.20

なし

①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
　TS等の観測による場
合、①に加えて②も使用す
る。
②ジオイド・モデルの改定
に伴う標高補正パラメー
タ

R01.06.20

H28.04.01 H28.04.01

H26.04.01 H26.04.01

【その他の三角
点】
①測量時期の
違いによる不
整合補正パラ
メータ（茨城
県）※１

②ジオイド・モ
デル改定パラ
メータ

【その他の基準
点】
①測量時期の
違いによる不
整合補正パラ
メータ

②ジオイド・モ
デル改定パラ
メータ

①ジオイド・モデル改定パラメータ ①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

※１　測量時期の違いによる不整合補正のパラメータは茨
城県のみのバージョンが存在する。東北地方太平洋沖地震
後に行われた電子基準点に準拠していない三角点を既知
点とする測量については、茨城県用のパラメータ
(hyokorev2014_meiji\ibaraki.par)を使用する。

※２　標高改定が一部地域においてのみ実施されているた
め、不整合量が残っている地域がある。

①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
　TS等の観測による場
合、①に加えて②も使用す
る。
②ジオイド・モデルの改定
に伴う標高補正パラメー
タ

なし

【電子基準点、
三角点・基準点（東北地方
太平洋沖地震後の測量に
よって電子基準点に準拠
した点）】

①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

①測地成果2011移行パ
ラメータ

②ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

①中越沖地震パラメータ（標高）
中越沖地震パラメータで水平座標補正
東北地方太平洋沖地震パラメータで水平座標補正
②測地成果2011移行パラメータ
③ジオイド・モデル改定パラメータ

※地震前に測量したものであっても、その後に中越沖
地震パラメータや東北地方太平洋沖地震パラメータで
の標高補正が済んでいる場合、補正済のパラメータは
適用しない。

東北地方太平洋沖地震パラメータで水平座標補正後
①測地成果2011移行パラメータ
②ジオイド・モデル改定パラメータ

※地震前に測量したものであっても、その後に東北地
方太平洋沖地震パラメータでの標高補正が済んでい
る場合、ジオイド・モデル改定パラメータのみ適用す
る。

①東北地方太平洋沖地震
パラメータ（標高）
東北地方太平洋沖地震パ
ラメータで水平座標補正

②ジオイド･モデル改定パ
ラメータ

※標高改定前や地震前に
測量したものであっても、
その後に三角点標高改定
補正パラメータや東北地
方太平洋沖地震パラメー
タでの標高補正が済んで
いる場合、補正済のパラ
メータは適用しない。

①三角点標高改定補正パ
ラメータ(東北)
②東北地方太平洋沖地震
パラメータ（標高）
東北地方太平洋沖地震パ
ラメータで水平座標補正

③ジオイド･モデル改定パ
ラメータ

※標高改定前や地震前に
測量したものであっても、
その後に三角点標高改定
補正パラメータや東北地
方太平洋沖地震パラメー
タでの標高補正が済んで
いる場合、補正済のパラ
メータは適用しない。

①東北地方太平洋沖地震パラメータ（標高）
東北地方太平洋沖地震パラメータで水平座標補正
②ジオイド･モデル改定パラメータ

※地震前に測量したものであっても、東北地方太平洋
沖地震パラメータでの標高補正が済んでいる場合、ジ
オイド・モデル改定パラメータのみ適用する。

①東北地方太平洋沖地震
パラメータ（標高）
東北地方太平洋沖地震パ
ラメータで水平座標補正

②ジオイド･モデル改定パ
ラメータ

※地震前に計測したもの
であっても、東北地方太平
洋沖地震パラメータでの
補正が済んでいる場合は、
東北地方太平洋沖地震パ
ラメータは適用しない。

①東北地方太平洋沖地震パラ
メータ（標高）
東北地方太平洋沖地震パラ
メータで水平座標補正

②測量時期の違いによる不整
合補正パラメータ
③ジオイド･モデル改定パラ
メータ

※地震前に計測したものであっ
ても、東北地方太平洋沖地震パ
ラメータでの補正が済んでいる
場合は、東北地方太平洋沖地震
パラメータは適用しない。

①ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

【赤字の島】
測量時期の違いによる標
高不整合補正パラメータ
が存在しないため、補正す
ることは出来ません

【青字の島】
①測量時期の違いによる
不整合補正パラメータ
②ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

東北地方太平洋沖地震パラメータで水平座標補正後
①測地成果2011移行パラメータ
②楕円体高改定補正パラメータ
③ジオイド・モデル改定パラメータ

※地震前に測量したものであっても、その後に東北地
方太平洋沖地震パラメータでの標高補正が済んでい
る場合、ジオイド・モデル改定パラメータのみ適用す
る。

【電子基準点、
三角点・基準点（東北地方
太平洋沖地震後の測量に
よって電子基準点に準拠
した点）】

①楕円体高改定補正パラ
メータ

②ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

①測地成果2011移行パ
ラメータ

②楕円体高改定補正パラ
メータ

③ジオイド・モデル改定パ
ラメータ

①能登半島地震パラメータ（標高）
能登半島地震パラメータで水平座標補正
東北地方太平洋沖地震パラメータで水平座標補正
②測地成果2011移行パラメータ
③楕円体高改定補正パラメータ
④ジオイド・モデル改定パラメータ

※地震前に測量したものであっても、その後に能登半
島地震パラメータ標高補正が済んでいる場合、補正済
のパラメータは適用しない。

地域６

東北地方

地域７

茨城県

・その他

地域８

新潟県中越沖地震に伴う
標高補正パラメータ適用地域

地域９

能登半島地震に伴う標高補正パラメータ適用地域

地域１０

離島※

H2２.10.01 三角点標高改定 東北

H23.03.11 東北地方太平洋沖地震 H23.03.11 東北地方太平洋沖地震 H23.03.11 東北地方太平洋沖地震 H23.03.11 東北地方太平洋沖地震

H19.0３.25 能登半島沖地震

H29.11.14 標高改定

壱岐島、屋久島

H28.04.01 ジオイド・モデル改定（離島

R1.06.20 標高改定

沖永良部島、喜界島、種子島、与論島

H19.07.16 中越沖地震

H22.10.01 三角点標高改定 東北

離島※

北海道

奥尻島、天売島、焼尻島、

利尻島、礼文島

山形県

飛島

東京都

青ヶ島、大島、神津島、式根島、新島

八丈島、母島、御蔵島、三宅島、父島

利島

島根県

隠岐諸島

山口県

見島

福岡県

小呂島

長崎県

壱岐島、宇久島、小値賀島、小値賀島、

久賀島、中通島、奈留島、若松島、

対馬、福江島

鹿児島県

悪石島、硫黄島、沖永良部島、

加計呂麻島、喜界島、口永良部島、

口之島、黒島、甑島列島、小宝島、

諏訪之瀬島、宝島、竹島、種子島、

中之島、平島、屋久島、与論島、

大島、徳之島

沖縄県

阿嘉島、伊江島、西表島、慶留間島、

鳩間島、南大東島、水納島、

粟国島、石垣島、伊是名島、伊平屋島、

小浜島、 北大東島、久米島、黒島、

H26.04.01 ジオイド・モデル改定

H26.04.01 三角点の標高成果改定

H26.04.01 ジオイド・モデル改定

H26.04.01 三角点の標高成果改定

H26.04.01 ジオイド・モデル改定

H26.04.01 三角点の標高成果改定

H26.04.01 ジオイド・モデル改定

H26.04.01 三角点の標高成果改定

H28.04.01 ジオイド・モデル改定

H28.04.01 標高改定

※但し、以下の６島を除く

壱岐島、屋久島、沖永良部島、

喜界島、種子島、与論島


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

